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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気孔および吸気孔を有し、前記排気孔または前記吸気孔がパネル対向面に配置された
本体部と、
　前記本体部の内部に配置され、前記吸気孔から採り入れられたエアを前記排気孔に案内
するダクトと、
　前記本体部の内部に配置された撮像素子と、
　前記撮像素子が発生する熱を前記ダクトの内部に放熱する放熱部材と、
　液晶パネルを有し、当該液晶パネルの表示面を含む第１面が前記パネル対向面に対向す
る第１位置と、第１面と異なる第２面が前記パネル対向面に対向する第２位置との間で移
動可能に設けられた液晶パネルユニットと、
を備え、
　前記液晶パネルユニットは、前記第２位置にあるときに前記排気孔及び前記吸気孔の内
の少なくとも一方を覆わないことで前記第１位置にあるときよりも前記パネル対向面に設
けられた前記排気孔または前記吸気孔を通じた通気抵抗が低くなるよう形成されることを
特徴とするビデオカメラ。
【請求項２】
　前記液晶パネルユニットは、前記第２面の面積を前記第１面の面積よりも小さくして前
記排気孔及び前記吸気孔の内の少なくとも一方を覆わないようにすることを特徴とする請
求項１に記載のビデオカメラ。
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【請求項３】
　前記液晶パネルユニットは、前記排気孔または前記吸気孔から徐々に離間する傾斜部を
有し、前記排気孔及び前記吸気孔の内の少なくとも一方を覆わないようにすることを特徴
とする請求項１または２に記載のビデオカメラ。
【請求項４】
　前記撮像素子から出力された映像信号に信号処理を施す処理ユニットをさらに備え、
　前記ダクトは、前記処理ユニットの周囲のエアがダクト内部へ進入することを抑止する
よう設けられることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のビデオカメラ。
【請求項５】
　前記処理ユニットの周囲のエアが前記撮像素子の周囲へ進入することを抑止するよう前
記処理ユニットが設けられた領域と前記撮像素子が設けられた領域とを隔てる隔離部材を
さらに備えることを特徴とする請求項４に記載のビデオカメラ。
【請求項６】
　前記吸気孔から採り入れられたエアを前記排気孔から強制的に排出させるファンと、
　前記ファンの作動を制御するファン作動制御部と、をさらに備え、
　前記ファン作動制御部は、前記液晶パネルユニットが第１位置にあるときは、前記ファ
ンの作動を停止させることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載のビデオカメラ
。
【請求項７】
　前記吸気孔から採り入れられたエアを前記排気孔から強制的に排出させるファンと、
　前記ファンの作動を制御するファン作動制御部と、をさらに備え、
　前記ファン作動制御部は、前記撮像素子からの映像信号に基づく画像データを生成すべ
き所定の撮像素子動作タイミングで前記ファンを作動させることを特徴とする請求項１か
ら６のいずれかに記載のビデオカメラ。
【請求項８】
　前記撮像素子を動作させて映像信号を出力させ、この映像信号に基づいて生成された画
像データに対応する画像を前記液晶パネルに表示させる表示制御部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記液晶パネルユニットの第１面が前記本体部の前記パネル対向面
から所定の位置まで離間したときに前記撮像素子の動作を開始させると共に、生成した画
像データに対応する画像を前記液晶パネルに表示させ、
　前記ファン作動制御部は、前記液晶パネルユニットの第１面が前記本体部の前記パネル
対向面から所定の位置まで離間したときに前記ファンを作動させることを特徴とする請求
項７に記載のビデオカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオカメラに関し、特に、内部に撮像素子を有するビデオカメラに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラは、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセンサやＣＭＯＳ（Compl
ementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサなどの撮像素子を備える。このよ
うな撮像素子は、あまりに高温になると出力画像に影響が及ぶおそれがある。このため、
例えば、液晶パネルユニットを閉じたときにこの液晶パネルユニットに対向する本体側の
面に開口部が設けられたビデオカメラが提案されている（例えば、特許文献１参照）。ま
た、例えば、撮像素子、サーモモジュール、および放熱フィンの周囲にダクトを設け、電
動ファンによりダクト内のエアをカメラ筐体外に排出する撮像装置が提案されている（例
えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２０００－１５２０４８号公報
【特許文献２】特開平４－３３１５８０号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　液晶パネルユニットを開くことができるだけでなく、液晶パネルを外側に向けたまま液
晶パネルユニットを閉じることが可能なビデオカメラが近年数多く開発されている。この
ようなタイプのビデオカメラでは、例えば特許文献１に記載されるように開口部が設けら
れていても、この開口部が液晶パネルに画像が表示された状態で液晶パネルユニットによ
って塞がれるおそれがある。一般的に液晶パネルに画像が表示されているときはビデオカ
メラ内部の温度が上昇しやすい状態になるが、このように開口部が塞がれると内部の熱を
外気に排出することは難しくなる。また、例えば特許文献２に記載される技術では、排気
口が撮像装置の外観に表れ美観に影響を与えるため、この点で改良の余地がある。
【０００４】
　そこで、本発明は上述した課題を解決するためになされたものであり、その目的は、外
観の美観を保ちつつ内部の温度を抑制可能なビデオカメラを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様のビデオカメラは、排気孔および吸気孔
を有し、排気孔または吸気孔がパネル対向面に配置された本体部と、本体部の内部に配置
され、吸気孔から採り入れられたエアを排気孔に案内するダクトと、本体部の内部に配置
された撮像素子と、撮像素子が発生する熱をダクトの内部に放熱する放熱部材と、液晶パ
ネルを有し、当該液晶パネルの表示面を含む第１面がパネル対向面に対向する第１位置と
、第１面と異なる第２面がパネル対向面に対向する第２位置との間で移動可能に設けられ
た液晶パネルユニットと、を備える。液晶パネルユニットは、第２位置にあるときに排気
孔及び前記吸気孔の内の少なくとも一方を覆わないことで第１位置にあるときよりもパネ
ル対向面に設けられた排気孔または吸気孔を通じた通気抵抗が低くなるよう形成される。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、外観の美観を保ちつつ内部の温度を抑制可能なビデオカメラを提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態（以下、実施形態という）について詳細に説
明する。
【０００８】
　図１は、本実施形態に係るビデオカメラ１０の外観を示す斜視図である。ビデオカメラ
１０は、本体部１２および液晶パネルユニット１４を有する。本体部１２の上面にはマイ
ク１５が設けられている。マイク１５は、ジェルを介して本体部１２の筐体に取り付けら
れており、これによって本体部１２において発生した音や振動がマイク１５に伝達される
ことを抑制している。
【０００９】
　液晶パネルユニット１４は、本体部１２の左側面に設けられている。液晶パネルユニッ
ト１４は、回動機構１６の内部に設けられた鉛直に軸方向が向く鉛直回動軸（図示せず）
を中心に回動可能に本体部１２に支持されている。ユーザは、液晶パネルユニット１４の
後端部を左方向に移動させて鉛直回動軸を中心に液晶パネルユニット１４を回動させるこ
とにより、本体部１２に対して液晶パネルユニット１４を開閉することが可能となってい
る。
【００１０】
　図２は、本実施形態に係るビデオカメラ１０を、液晶パネルユニット１４を閉じた状態
で後方から見た図である。以下、液晶パネルユニット１４と対向する本体部１２の外面を
パネル対向面１２ａとし、パネル対向面１２ａと対向する液晶パネルユニット１４の外面
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を第１面１４ａとする。第１面１４ａの裏面を第２面１４ｂとする。また、このように第
１面１４ａがパネル対向面１２ａに対向する液晶パネルユニット１４の位置を第１位置と
いう。液晶パネルユニット１４は、面取したように第２面１４ｂの端部から傾斜する上部
傾斜面１４ｃおよび下部傾斜面１４ｄを有する。
【００１１】
　図３は、本実施形態に係るビデオカメラ１０を、液晶パネルユニット１４を開いた状態
で後方から見た図である。第１面１４ａには液晶パネル１８が設けられる。回動機構１６
は、第１面１４ａと平行且つ水平な水平回動軸（図示せず）を中心に回動可能に液晶パネ
ルユニット１４を支持する。このためユーザは、液晶パネルユニット１４を図３に示すよ
うに開けた状態でこの水平回動軸を中心に液晶パネルユニット１４を回動させ、液晶パネ
ル１８を逆に向かせることができる。ユーザは、液晶パネル１８を逆に向かせた状態で、
さらに液晶パネルユニット１４を本体部１２に向けて閉じることができる。
【００１２】
　図４は、本実施形態に係るビデオカメラ１０を、液晶パネルユニット１４を逆に向かせ
て閉じた状態で後方から見た図である。このとき、液晶パネルユニット１４の第１面１４
ａが外面となり、第２面１４ｂがパネル対向面１２ａに対向した状態となる。以下、この
ときの液晶パネルユニット１４の位置を第２位置という。このように液晶パネルユニット
１４は、回動機構１６によって第１位置と第２位置との間で移動可能に構成されている。
【００１３】
　図５は、液晶パネルユニット１４を開けたときの本実施形態に係るビデオカメラ１０の
左側面図である。本体部１２のパネル対向面１２ａには、２ヶ所において通気孔が設けら
れている。具体的には、パネル対向面１２ａには内部のエアを外気に排出する排気孔１２
ｂ、および外気から内部にエアを採り入れる吸気孔１２ｃが設けられており、排気孔１２
ｂはパネル対向面１２ａの上部中央に、吸気孔１２ｃはパネル対向面１２ａの下部中央に
それぞれ配置されている。
【００１４】
　本実施形態では、液晶パネルユニット１４が第１位置にあるとき、第１面１４ａによっ
て排気孔１２ｂおよび吸気孔１２ｃを含むパネル対向面１２ａの略全体が覆われる。一方
、液晶パネルユニット１４が第２位置にあるとき、第２面１４ｂによってパネル対向面１
２ａの中央の部分が覆われる。しかし、本体部１２の排気孔１２ｂおよび吸気孔１２ｃは
、第１面１４ａによって覆われず外気に開放された状態となる。このため、液晶パネルユ
ニット１４が第２位置にあるときは、第１位置にあるときよりも排気孔１２ｂおよび吸気
孔１２ｃを通じた通気抵抗が低くなる。なお、液晶パネルユニット１４は、第２位置にあ
るときに第１位置にあるときよりも小さい面積で排気孔１２ｂおよび吸気孔１２ｃを覆う
よう、第１面１４ａおよび第２面１４ｂが形成されていてもよい。
【００１５】
　さらに、液晶パネルユニット１４が第２位置にあるときに、液晶パネルユニット１４の
上部傾斜面１４ｃは、第２面１４ｂから離れるにしたがって排気孔１２ｂから徐々に離間
するよう傾斜する。また、液晶パネルユニット１４の下部傾斜面１４ｄは、第２面１４ｂ
から離れるにしたがって吸気孔１２ｃから徐々に離間するよう傾斜する。このため、下部
傾斜面１４ｄは、より下方から吸気孔１２ｃにエアを採り入れるよう外気におけるエアフ
ローを案内し、上部傾斜面１４ｃは、より上方に排気孔１２ｂからエアを排出するよう外
気におけるエアフローを案内する。このように上部傾斜面１４ｃおよび下部傾斜面１４ｄ
が設けられることにより、排気孔１２ｂから一度排出されたエアが再び吸気孔１２ｃから
本体部１２の内部に採り入れられるよう回り込むことを抑制することができ、本体部１２
内部の温度上昇をさらに抑制することができる。
【００１６】
　また、上部傾斜面１４ｃおよび下部傾斜面１４ｄは、第１位置にあるときは、面取した
ような滑らかな外観を形成するよう設けられている。これにより、これらがエアフロー形
成の機能を担うことによるデザイン性の低下を抑制している。
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【００１７】
　図６は、本実施形態に係るビデオカメラ１０の内部構造を示す左側面図であり、図７は
、本実施形態に係るビデオカメラ１０の内部構造を示す上面図である。以下、図６および
図７の双方に関連してビデオカメラ１０の内部構造について説明する。
【００１８】
　本体部１２の内部には、撮像ユニット３０、サーミスタ３８、基板５２、およびハード
ディスクドライブ５８が設けられている。撮像ユニット３０は、ユニット本体３２、レン
ズ３４を含むレンズ群、および撮像素子３６を有する。ユニット本体３２は筒状に形成さ
れ、軸方向が前後方向を向くように本体部１２の内部に配置される。レンズ３４はユニッ
ト本体３２の前端部に取り付けられ、レンズ群の他のレンズはユニット本体３２の内部に
配置される。撮像素子３６はユニット本体３２の後端部に取り付けられる。
【００１９】
　撮像素子３６は、ビデオカメラ１０の前方からレンズ３４を含むレンズ群を介して入力
された光学画像を電気信号に変換して映像信号として出力する。本実施形態では撮像素子
３６としてＣＭＯＳイメージセンサが採用されている。ただし、ＣＭＯＳイメージセンサ
に代えてＣＣＤイメージセンサが採用されてもよく、また、これらに限定されるものでは
ない。サーミスタ３８は、ユニット本体３２の上方且つ撮像素子３６の近傍に配置され、
撮像素子３６の周辺における雰囲気温度を検知する。基板５２は撮像ユニット３０の右側
に配置され、ハードディスクドライブ５８はそのさらに右側に配置される。撮像素子３６
から出力された映像信号は、基板５２に入力される。
【００２０】
　図８は、本実施形態に係る基板５２の外観を示す図である。基板５２には半導体素子で
ある第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６が設けられている。第１処理ユニ
ット５４および第２処理ユニット５６は、撮像素子３６から入力された映像信号に対して
符号化を含む様々な処理を施す。この処理により生成された画像データに対して録画が指
示されると、その画像データはハードディスクドライブ５８に格納される。第１処理ユニ
ット５４および第２処理ユニット５６は、ハードディスクドライブ５８に格納された画像
データあるいは撮像素子３６からの映像信号から生成された画像データに復号化などを施
して、液晶パネル１８などに表示するための映像信号を生成する。
【００２１】
　図６および図７に戻る。本体部１２の内部では、第１処理ユニット５４、第２処理ユニ
ット５６、ハードディスクドライブ５８、および撮像素子３６が主な発熱源となっている
。このうち、第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６が、録画待機中および録
画中において他の構成要素より多くの熱量を発生する。
【００２２】
　一方、ＣＭＯＳイメージセンサやＣＣＤイメージセンサなどの撮像素子は、温度があま
りに高温になると生成される画像データに影響がおよぶ可能性がある。発明者による研究
開発の結果、このように温度の影響を受けて生成された画像データを利用して液晶パネル
などに画像を表示すると、例えば「白キズ」などのディフェクトが発生する場合があるこ
とが確認されている。さらに発明者による鋭意なる研究開発の結果、ＣＭＯＳイメージセ
ンサから出力された映像信号を利用して画像を表示する場合、所定の高温環境下ではＣＣ
Ｄイメージセンサを採用した場合に比べて白キズが約１０倍多く発生することが確認され
た。
【００２３】
　このため、本体部１２の内部には、ダクト４０、電動ファン４２、第１ヒートシンク４
４、第２ヒートシンク４６、および隔離部材５０が設けられている。隔離部材５０は、ア
ルミニウムなど熱伝導性に優れた材料によって板状に形成されており、本体部１２の筐体
の一部を構成する。隔離部材５０は、第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６
の周囲のエア、およびハードディスクドライブ５８の周囲のエアが撮像素子３６の周囲へ
直接進入することを抑止するように、基板５２が設けられた領域と撮像素子３６が設けら
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れた領域とを隔てるよう配置される。
【００２４】
　また、ダクト４０は、第１開口部４０ａおよび第２開口部４０ｂを有する。ダクト４０
は、第１開口部４０ａおよび第２開口部４０ｂが、それぞれ排気孔１２ｂおよび吸気孔１
２ｃの各々の裏面に位置するようパネル対向面１２ａの裏側に配置される。ダクト４０は
図６に示すように直線的に形成され、下方から上方への直線的なエアフローを形成するよ
う、内部のエアを案内する。こうしてダクト４０は、吸気孔１２ｃから採り入れられたエ
アを排気孔１２ｂに案内する。
【００２５】
　第１ヒートシンク４４は、放熱部材として機能するものであり、撮像素子３６の熱を伝
達できるよう撮像素子３６の裏面に取り付けられる。第１ヒートシンク４４は、撮像素子
３６からダクト４０の内部に延在するよう設けられ、撮像素子３６が発生する熱をダクト
４０の内部に放熱する。
【００２６】
　また、隔離部材５０は、第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６の熱を伝達
できるよう第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６の熱伝導シートを挟んで外
面に接触して配置される。第２ヒートシンク４６もまた放熱部材として機能するものであ
り、隔離部材５０の熱を伝達できるよう隔離部材５０の側面に取り付けられる。第２ヒー
トシンク４６は、隔離部材５０からダクト４０の内部に延在するように設けられ、隔離部
材５０を介して第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６が発生する熱をダクト
４０の内部に放熱する。
【００２７】
　図９は、本実施形態に係る第１ヒートシンク４４および第２ヒートシンク４６を示す図
である。理解が容易になるよう、図９では、ダクト４０の内部に配置されているときより
も第１ヒートシンク４４と第２ヒートシンク４６とを上下方向に離して示している。
【００２８】
　図９に示すように、第１ヒートシンク４４は、撮像素子３６に取り付けられる取付面４
４ａから、複数のフィン４４ｂが取付面４４ａと垂直に延在するよう設けられている。本
実施形態では、このように延在するフィン４４ｂの先端も互いに連結するよう、取付面４
４ａと平行な板状の連結部材４４ｃがフィン４４ｂの先端に一体的に結合されている。こ
のようにフィン４４ｂの先端を互いに連結することで、撮像素子３６で発生した電磁ノイ
ズがフィン４４ｂによって増幅されることを抑止している。また、第１ヒートシンク４４
は、アルミニウム材料を押し出し成形して形成されている。これにより、たとえばアルミ
ニウム材料をダイキャストによって成形するよりも高い放熱性能を実現している。
【００２９】
　また、第２ヒートシンク４６は、第１ヒートシンク４４よりもエアフロー下流側に配置
される。第２ヒートシンク４６は、隔離部材５０を介して、最も高温となる第１処理ユニ
ット５４および第２処理ユニット５６が発生する熱を伝達する。したがって、第２ヒート
シンク４６を第１ヒートシンク４４よりもエアフロー下流側に配置することにより、第１
ヒートシンク４４第１処理ユニット５４および第２処理ユニット５６から伝達した熱が第
１ヒートシンク４４に伝わることを抑制することができる。
【００３０】
　第２ヒートシンク４６は、隔離部材５０に取り付けられる取付面４６ａから垂直に延在
する複数のフィン４６ｂを有する。第２ヒートシンク４６もまた、アルミニウム材料を押
し出し成形して形成されている。第１ヒートシンク４４は前面である取付面４４ａにおい
て撮像素子３６に取り付けられ、第２ヒートシンク４６は右側面である取付面４６ａにお
いて隔離部材５０に取り付けられる。このため、第１ヒートシンク４４のフィン４４ｂと
第２ヒートシンク４６のフィン４６ｂとは互いに直行する方向に延在する。
【００３１】
　図６および図７に戻る。ダクト４０は、第１処理ユニット５４および第２処理ユニット
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５６が存在する領域と隔離部材５０を隔てた領域に配置されている。ダクト４０は、第１
開口部４０ａ、第２開口部４０ｂ、第１ヒートシンク４４が挿通される挿通孔、および第
２ヒートシンク４６が挿通される挿通孔を除いてエアを取り込む開口部を有していない。
これによって、処理ユニットの周囲のエアがダクト内部へ進入することが抑止されている
。
【００３２】
　電動ファン４２は、動作時において吸気孔１２ｃから採り入れられたエアを排気孔１２
ｂから強制的に排出させる。電動ファン４２は、第１ヒートシンク４４の下方、すなわち
エアフロー上流側に配置される。なお、電動ファン４２は、第１ヒートシンク４４または
第２ヒートシンク４６よりエアフロー下流側に配置されてもよい。電動ファン４２もある
程度の熱を発生するため、このように電動ファン４２を各ヒートシンクよりも下流側に設
けることで、第１ヒートシンク４４および第２ヒートシンク４６をさらに効果的に冷却す
ることができる。
【００３３】
　なお、電動ファン４２は、外周が全周にわたってジェルで覆われており、このジェルを
介してダクト４０の内部に取り付けられている。これにより、マイク１５を覆うジェルと
相俟って電動ファン４２が発生する音や振動がマイク１５に伝達することを抑制している
。また、電動ファン４２がダクト内に収容されているので、発生した音の空気伝播が良好
に抑制され、低騒音化が実現されている。さらに、マイク１５への音の伝達もダクト４０
により大幅に抑制されている。
【００３４】
　図１０は、本実施形態に係るビデオカメラ１０の機能ブロック図である。図１０では、
各種演算処理を実行するＣＰＵ、各種制御プログラムを格納するＲＯＭ、データ格納やプ
ログラム実行のためのワークエリアとして利用されるＲＡＭなどのハードウェア、および
ソフトウェアの連携によって実現される機能ブロックが描かれている。したがって、これ
らの機能ブロックはハードウェアおよびソフトウェアの組合せによって様々な形で実現す
ることができる。
【００３５】
　ビデオカメラ１０は、電子制御部８０を有する。電子制御部８０は、例えばＲＯＭまた
はフラッシュメモリなどを備えた記憶部８８を有し、この記憶部８８に予め格納されたプ
ログラムに基づいて制御を行うよう構成される。電子制御部８０は、電動ファン４２、液
晶パネル１８、およびハードディスクドライブ５８に接続されている。
【００３６】
　ビデオカメラ１０には、開閉センサ９０が設けられている。開閉センサ９０は、回動機
構１６の回動軸を中心に液晶パネルユニット１４が所定の位置まで回動したか否かを判定
することにより液晶パネルユニット１４の開閉を検知する。このような開閉センサは公知
であるため、その構成などについての説明は省略する。開閉センサ９０は電子制御部８０
に接続されており、開閉センサ９０による検知結果は電子制御部８０に出力される。
【００３７】
　また、サーミスタ３８も電子制御部８０に接続されており、サーミスタ３８による検知
結果は電子制御部８０に出力される。撮像素子３６およびマイク１５も電子制御部８０に
接続されている。撮像素子３６によって撮像され生成された映像信号、およびマイク１５
によって検知された音声信号は、電子制御部８０に出力される。
【００３８】
　電子制御部８０はさらに、ファン作動制御部８２、表示制御部８４、および画像処理部
８６を有する。ファン作動制御部８２は、電動ファン４２への電力供給のオンオフを制御
することにより、電動ファン４２の作動を制御する。表示制御部８４は、画像データに基
づく映像信号を液晶パネル１８に出力して液晶パネル１８に画像を表示させる。画像処理
部８６は、撮像素子３６からの映像信号に符号化を含む様々な信号処理を施す。ユーザに
よって録画スイッチ（図示せず）が押されることにより録画待機モードから録画モードに
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移行した場合、電子制御部８０は、画像処理部８６によって信号処理が施されて生成され
た画像データをハードディスクドライブ５８に格納する。
【００３９】
　なお、ハードディスクドライブ５８に代えてビデオカメラ１０にフラッシュメモリが設
けられていてよく、また、例えばメモリカードなどの記録媒体を着脱可能に保持する装着
部が設けられていてもよい。このような場合においても、録画待機モードから録画モード
に移行した場合、電子制御部８０は、生成された画像データをフラッシュメモリまたはメ
モリカードに格納する。
【００４０】
　開閉センサ９０によって液晶パネルユニット１４が第１位置から開いたことが検知され
た場合、電子制御部８０は、電源フラグを参照してビデオカメラ１０の電源がオンになっ
ているか否かを判定する。ビデオカメラ１０の電源がオンになっていない場合、電子制御
部８０は、ビデオカメラ１０の電源をオンにして電源フラグをオンに設定する。
【００４１】
　本実施形態に係るビデオカメラ１０では、電源がオンになっているとき、録画待機モー
ド、録画モード、および再生モードのいずれかが選択された状態となっている。上述のよ
うに電源がオフの状態から、液晶パネルユニット１４の第１面１４ａが本体部１２のパネ
ル対向面１２ａから所定の位置まで離間したことが開閉センサ９０によって検知されたと
き、電子制御部８０は、第１位置から液晶パネルユニット１４が開けられたとして録画待
機モードを開始する。このとき電子制御部８０は、録画待機モードを示す値にモードフラ
グを設定する。録画待機モードでは、電子制御部８０は、撮像素子３６を駆動させて信号
を出力させ、この信号に基づいて生成された画像データに画像処理などを施して液晶パネ
ル１８に画像を表示させる。
【００４２】
　ユーザによって録画開始ボタンが押されると、電子制御部８０は、録画モードを示す値
にモードフラグを設定して録画モードを開始する。録画モードでは、電子制御部８０は、
画像処理が施され生成された画像データをハードディスクドライブ５８に格納して録画す
る。ユーザによって停止ボタン（図示せず）が押されると、電子制御部８０は、録画モー
ドから録画待機モードに移行させる。
【００４３】
　録画待機モードまたは録画モードになっているときにユーザによって液晶パネルユニッ
ト１４が第１位置まで閉じられると、電子制御部８０は、ビデオカメラ１０の電源をオフ
にして電源フラグをオフに設定する。このとき、ファン作動制御部８２は、電動ファン４
２の作動も停止させ、液晶パネルユニット１４が第１位置にあるときに電動ファン４２が
作動することを回避する。録画モードになっていた場合は、録画も停止してハードディス
クドライブ５８への画像データの格納も停止させる。
【００４４】
　なお、ファン作動制御部８２は、液晶パネルユニット１４の開閉タイミングに代えて、
サーミスタ３８の検知結果に応じて電動ファン４２の作動を制御してもよい。例えば、フ
ァン作動制御部８２は、サーミスタ３８によって所定の高温閾値以上の温度が検知された
ときに電動ファン４２を作動させ、所定の低温閾値以下の温度が検知されたときに電動フ
ァン４２の作動を停止させてもよい。
【００４５】
　録画待機モードになっているときに本体部１２に設けられた再生モードボタン（図示せ
ず）がユーザによって押されると、電子制御部８０は、再生モードを示す値にモードフラ
グを設定して再生モードに移行する。再生モードに移行すると、表示制御部８４は、ハー
ドディスクドライブ５８に格納されている動画または静止画の画像データをサムネイル表
示によって液晶パネル１８に表示する。本体部１２に設けられた選択ボタン（図示せず）
がユーザにより押されていずれかの画像データが選択されると、表示制御部８４は、選択
された画像データに対応する画像を液晶パネル１８に表示させる。
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【００４６】
　なお、ビデオカメラ１０は外部のＤＶＤ（Digital Versatile Disc）バーナー（ＤＶＤ
への書き込み装置）に接続し、録画してハードディスクドライブ５８に格納された画像デ
ータをＤＶＤメディアに記録することが可能となっている。この場合も、再生モードにお
いて、ＤＶＤメディアに記録すべき画像としてユーザによっていずれかの画像データが選
択されると、電子制御部８０は、接続された外部のＤＶＤバーナーに選択された画像デー
タを出力する。なお、ビデオカメラ１０は、ＤＶＤ以外の他の記録メディアに記録する書
き込み装置に接続可能となっていてもよいことは勿論である。この場合も、再生モードに
おいていずれかの画像データがユーザによって選択されると、電子制御部８０は選択され
た画像データを記録メディアに記録すべく書き込み装置に出力してもよい。
【００４７】
　図１１は、本実施形態に係るビデオカメラ１０における電動ファン４２の作動制御を示
すフローチャートである。本フローチャートにおける処理は所定時間毎に繰り返し実施さ
れる。
【００４８】
　ファン作動制御部８２は、電源フラグを参照してビデオカメラ１０の電源がオンになっ
ているか否かを判定する（Ｓ１０）。ビデオカメラ１０の電源がオフになっている場合（
Ｓ１０のＮ）、本フローチャートにおける処理を一旦終了する。
【００４９】
　ビデオカメラ１０の電源がオンになっている場合（Ｓ１０のＹ）、ファン作動制御部８
２は、サーミスタ３８によって検知された本体部１２の内部温度Ｔが高温閾値Ｔｍａｘ以
下か否かを判定する（Ｓ１２）。高温閾値Ｔｍａｘを示すデータは記憶部８８に予め格納
されており、本実施形態では７０℃に設定されている。内部温度Ｔが高温閾値Ｔｍａｘよ
り高いと判定された場合（Ｓ１２のＮ）、ファン作動制御部８２は、ビデオカメラ１０の
電源をオフすると共に電源フラグをオフに設定する（Ｓ２０）。
【００５０】
　内部温度Ｔが高温閾値Ｔｍａｘ以下と判定された場合（Ｓ１２のＹ）、ファン作動制御
部８２は、モードフラグを参照して、撮像素子３６を駆動させる録画待機モードまたは録
画モードに現在なっているか否かを判定する（Ｓ１４）。録画待機モードまたは録画モー
ドになっていると判定された場合（Ｓ１４のＹ）、ファン作動制御部８２は、録画モード
処理を実行する（Ｓ１６）。録画待機モードおよび録画モードのいずれにもなっていない
と判定された場合、すなわち再生モードになっていると判定された場合（Ｓ１４のＮ）、
ファン作動制御部８２は、再生モード処理を実行する（Ｓ１８）。
【００５１】
　図１２は、図１１におけるＳ１６の録画モード処理の実行手順を示すフローチャートで
ある。ファン作動制御部８２は、ファン作動フラグを参照して電動ファン４２が停止中か
否かを判定する（Ｓ４０）。電動ファン４２が停止中の場合（Ｓ４０のＹ）、ファン作動
制御部８２は、内部温度Ｔが第１低温閾値Ｔｍｉｎ１以上か否かを判定する（Ｓ４２）。
第１低温閾値Ｔｍｉｎ１を示すデータは記憶部８８に予め格納されており、本実施形態で
は１０℃に設定されている。内部温度Ｔが第１低温閾値Ｔｍｉｎ１より低いと判定された
場合（Ｓ４２のＮ）、温度が低いためＳ４４およびＳ４６をスキップして電動ファン４２
の停止状態を維持する。
【００５２】
　内部温度Ｔが第１低温閾値Ｔｍｉｎ１以上と判定された場合（Ｓ４２のＹ）、ファン作
動制御部８２は、電動ファン４２の作動を開始する（Ｓ４４）。また、電動ファン４２に
はＦＧ（Frequency Generator）パルス発生器（図示せず）が搭載されている。電動ファ
ン４２が作動開始すると、ＦＧパルス発生器によって所定の波形が出力される。ＦＧパル
ス発生器で発生した波形（以下、「ＦＧ波形」という）は電子制御部８０に出力される（
Ｓ４６）。
【００５３】
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　電動ファン４２がすでに駆動している場合（Ｓ４０のＮ）、ファン作動制御部８２はＦ
Ｇ波形基準を参照し、入力されたＦＧ波形が正常か否かを判定する（Ｓ４８）。なお、Ｆ
Ｇ波形基準にはＦＧ波形の周期やデューティーなどに関する基準が予め定められており、
ＦＧ波形基準を示すデータは記憶部８８に予め格納されている。ＦＧ波形に異常が生じて
いると判定された場合（Ｓ４８のＮ）、ファン作動制御部８２は、電源をオフにすると共
に（Ｓ５４）、電源フラグをオフに設定する。
【００５４】
　ＦＧ波形は正常と判定された場合（Ｓ４８のＹ）、ファン作動制御部８２は、内部温度
Ｔが第２低温閾値Ｔｍｉｎ２以下か否かを判定する（Ｓ５０）。第２低温閾値Ｔｍｉｎ２
を示すデータは記憶部８８に予め格納されており、本実施形態では５℃に設定されている
。内部温度Ｔが第２低温閾値Ｔｍｉｎ２より高いと判定された場合（Ｓ５０のＮ）、Ｓ５
２をスキップし電動ファン４２の作動状態を維持する。内部温度Ｔが第２低温閾値Ｔｍｉ
ｎ２以下と判定された場合（Ｓ５０のＹ）、ファン作動制御部８２は、温度が低いため電
動ファン４２の作動を停止させる（Ｓ５２）。
【００５５】
　図１３は、図１１におけるＳ１８の再生モード処理の実行手順を示すフローチャートで
ある。ファン作動制御部８２は、ファン作動フラグを参照して電動ファン４２が停止中か
否かを判定する（Ｓ７０）。電動ファン４２が停止中の場合（Ｓ７０のＹ）、本フローチ
ャートにおける処理を終了する。電動ファン４２が作動中の場合（Ｓ７０のＮ）、ファン
作動制御部８２は、電動ファン４２の作動を停止させる（Ｓ７２）。
【００５６】
　再生モードでは、撮像素子３６からの映像信号に基づいて画像データが生成されない。
このため、撮像素子３６による白キズなどの不具合も発生しないため、撮像素子３６を冷
却する必要性は録画待機モードおよび録画モードよりも低い。このように再生モードで電
動ファン４２の作動を停止させることにより、省電力または騒音抑制などを実現すること
ができる。
【００５７】
　このように、本実施形態では、ファン作動制御部８２は、撮像素子３６からの映像信号
に基づく画像データを生成すべき撮像素子動作タイミングで電動ファン４２を作動させ、
撮像素子３６が動作して映像信号を出力しないときは電動ファン４２を停止させる。本体
部１２では、内部全体にエアを循環させるのではなく、ダクト４０および第１ヒートシン
ク４４によって撮像素子３６を集中的に冷却している。一方、撮像素子３６が非駆動状態
においては撮像素子３６を冷却する必要性も低く、また第１処理ユニット５４および第２
処理ユニット５６も撮像素子３６が動作して映像信号を出力するときに比べ発生する熱量
は少ない。このように撮像素子３６が動作して映像信号を出力するタイミングで電動ファ
ン４２を作動させることにより、冷却する必要性が高いときに本体部１２の内部を効果的
に冷却することができる。
【００５８】
　本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく、本実施形態の各要素を適宜組み合
わせたものも、本発明の実施形態として有効である。また、当業者の知識に基づいて各種
の設計変更等の変形を本実施形態に対して加えることも可能であり、そのような変形が加
えられた実施形態も本発明の範囲に含まれうる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本実施形態に係るビデオカメラの外観を示す斜視図である。
【図２】本実施形態に係るビデオカメラを、液晶パネルユニットを閉じた状態で後方から
見た図である。
【図３】本実施形態に係るビデオカメラを、液晶パネルユニットを開いた状態で後方から
見た図である。
【図４】本実施形態に係るビデオカメラを、液晶パネルユニットを逆に向かせて閉じた状
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【図５】液晶パネルユニットを開けたときの本実施形態に係るビデオカメラの左側面図で
ある。
【図６】本実施形態に係るビデオカメラの内部構造を示す左側面図である。
【図７】本実施形態に係るビデオカメラの内部構造を示す上面図である。
【図８】本実施形態に係る基板の外観を示す図である。
【図９】本実施形態に係る第１ヒートシンクおよび第２ヒートシンクを示す図である。
【図１０】本実施形態に係るビデオカメラの機能ブロック図である。
【図１１】本実施形態に係るビデオカメラにおけるファンの作動制御を示すフローチャー
トである。
【図１２】図１１におけるＳ１６の録画モード処理の実行手順を示すフローチャートであ
る。
【図１３】図１１におけるＳ１８の再生モード処理の実行手順を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００６０】
　１０　ビデオカメラ、　１２　本体部、　１２ａ　パネル対向面、　１２ｂ　排気孔、
　１２ｃ　吸気孔、　１４　液晶パネルユニット、　１４ａ　第１面、　１４ｂ　第２面
、　１４ｃ　上部傾斜面、　１４ｄ　下部傾斜面、　１５　マイク、　１６　回動機構、
　１８　液晶パネル、　３０　撮像ユニット、　３６　撮像素子、　３８　サーミスタ、
　４０　ダクト、　４２　電動ファン、　４４　第１ヒートシンク、　４６　第２ヒート
シンク、　５０　隔離部材、　５２　基板、　５４　第１処理ユニット、　５６　第２処
理ユニット、　５８　ハードディスクドライブ、　８０　電子制御部、　８２　ファン作
動制御部、　８４　表示制御部、　８６　画像処理部、　９０　開閉センサ。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】
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